
 

 

 

会
社
の
狙
い
を
指
摘
し
、
夏
季
手
当
満
額
獲
得

に
向
け
、
声
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

国
鉄
労
働
組
合
が
実
施
し
た
「
賃
金
・
生
活

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
毎
月
の
平
均

赤
字
額
は
35,384
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
補
て

ん
と
し
て
45.3
％
が
預
貯
金
か
ら
と
し
、
48.8
％

が
期
末
手
当
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
が
、
生
活
費
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
見
れ
ば
、
今
こ

そ
、
貨
物
会
社
、
関
連
会
社
で
日
々
懸
命
に
働

く
社
員
の
努
力
、
期
待
に
応
え
、
社
員
と
家
族

を
厳
し
い
生
活
か
ら
救
う
こ
と
が
企
業
と
し

て
の
責
務
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

今
こ
そ
国
労
に
加
入
し
、
共
に
夏
季
手
当
満

額
に
向
け
奮
闘
し
ょ
う
！ 

「2023 年度夏季手当」の支払いに関する申し入れ

1. 支払いは、2023 年 6 月 1 日現在の基準内賃金の 3.0

2. 支払日は、2023 年 6 月 30 日までとすること。 

3. 期間率、成績率の支払い条件について大幅に改善すること。

4. 支払いにあたっては公平・公正に行い、社員間・組合間差別は絶対に行わない

こと。 

5. 調査期間内に 55 歳に達した者、また、55 歳以上の社員については、

時の基準内賃金の 100％を算定基礎額とすること。

6. 契約社員及び臨時社員についても、社員と同様の取り扱いとすること。

も
な
い
事
実
で
あ
り
、
経
営
の
厳
し
さ
を
社
員
へ
責
任
転
嫁
す
る
姿
勢
は
絶
対
に

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
当
初
の
事
業
計
画
は
下
方
修
正
を
繰
り
返
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
設
備

投
資
計
画
は
変
更
し
な
い
と
表
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
事
業
計
画
自
体
に
問

題
が
あ
っ
た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

発
足
か
ら
37

年
目
を
迎
え
る
貨
物
会
社

は
、
こ
の
間
、
最
大
の
経
営
課
題
と
し
た
「
鉄

道
事
業
部
門
の
黒
字
化
」
を
達
成
さ
せ
、
2016
、

2017
年
度
決
算
で
は
、
2
年
連
続
で
最
高
益
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
交
渉
経
緯
は

「
業
績
は
手
当
で
還
元
す
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
発
足
当
時
以
外
、
還
元
さ
れ
こ
と
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
々
の
理
由
を
挙
げ
る

会
社
の
狙
い
を
指
摘
し
、
夏
季
手
当
満
額
獲
得

コ
ロ
ナ
禍
で
も
懸
命
に
奮
闘
し
て
き
た
社
員
に
対
し
、

夏
季
手
当
「
3.0
ヵ
月
分
支
払
い
」
で
応
え
よ
。 

年度夏季手当」の支払いに関する申し入れ 
3.0 箇月分とすること。 

期間率、成績率の支払い条件について大幅に改善すること。 

支払いにあたっては公平・公正に行い、社員間・組合間差別は絶対に行わない

歳以上の社員については、55 歳到達

％を算定基礎額とすること。 

契約社員及び臨時社員についても、社員と同様の取り扱いとすること。 

貨
物
会
社
の
2022
年
度
決
算
に
お
け
る
収
入
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
後
退

と
、
原
材
料
高
騰
に
伴
う
物
価
上
昇
に
よ
り
消
費
は
低
迷
し
、
更
に
8
月
の
北

海
道
・
東
北
・
北
陸
地
区
を
中
心
と
し
た
大
雨
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
マ
ン

シ
ョ
ン
販
売
や
東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
EAST
等
建
物
貸
付
が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
体
と
し
て
増
収
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
営
業
費
用
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売

の
売
り
上
げ
原
価
の
ほ
か
、
東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
EAST
の
竣
工
に
よ
る
不
動
産
取

得
税
、
減
価
償
却
費
、
車
両
修
繕
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
営
業
利
益
、
経
常
利
益
、

親
会
社
に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益
は
い
ず
れ
も
赤
字
と
な
っ
た
と
説
明
し
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
増
収
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ

厳
し
さ
を
強
調
す
る
が
、
増
収
は
事
実
で
あ
る
。 

設
備
投
資
同
様
、
社
員
へ
も
応
分
の
投
資
を
行
え
。 


